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第５３回全日本聾教育研究大会（高岡大会）開催要項 
 

１ 大会名称  第５３回全日本聾教育研究大会（高岡大会） 

 

２ 大会主題    未来の創り手となる聴覚障害児の「生きる力」を育む教育を考える 

           ～心と言葉を育み 子供たちが自ら人生を切り拓くために～ 

 

【主題設定の理由】 

  グローバル化、情報化の波を受け、社会は加速度的に変化し続けている。知識基盤社会といわれる現代で

は、満ちあふれる情報の中から何を選び、どう活用するかといった情報の取捨選択が生活の一部となってき

た。 

 インクルーシブ教育システム、手話言語条例、合理的配慮等、聴覚障害児を取り巻く環境もまた例外ではな

い。新生児聴覚スクリーニングによって早期に聞こえにくさを告知された子供の保護者は、子供のよりよい成

長を願い、どのように情報を保障するのか、どのようなコミュニケーション手段を使うのか、どこに教育の場

を求めるのか等、成長の節目節目に情報を集め選択を繰り返す。その結果、特別支援学校に在籍する聴覚障害

児の数が減少する一方、子供たちの実態はこれまでにもまして多様化してきている。そして、学校現場では、

従来の「言語指導」「教科指導」に加え、ＩＣＴの活用、保護者のニーズの多様化等に対応した新たな専門性

が求められている。 

 平成 30 年度(2018 年度)から順次実施されている新しい学習指導要領では、学習する子供の視点に立ち、育

成すべき資質・能力の三つの柱を以下のように示している。 

 ①「何を理解しているか、何ができるか（生きて働く「知識・技能」の習得）」 

 ②「理解していること・できることをどう使うか（未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力  

等」の育成）」 

 ③「どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びを人生や社会に生かそうとする「学び  

に向かう力・人間性等」の涵養）」 

またこれらは、「主体的・対話的で深い学び」を通して育成されるものであると提唱している。 

 子供が自ら課題を見付け、考え、調べ、話し合い、解決していくためにまず必要なのは、自然や社会との関

わりの中で自身の存在を認められることである。自己有用感を高めた子供は、もっと知りたい、もっと伝えた

いという意欲がふくらみ、主体的な活動に向かう。そして次に必要となってくるものは、考えたことや伝えた

いことを論理的に整理し、表出する手段としての言語力である。そのような心と言葉を育んでこそ聴覚障害児

（者）は、自ら人生を切り拓き、「生きる力」を確かなものにするのではないかと考える。 

 本大会では、社会の変化や多様性を受け入れつつ、それでもなお聴覚障害児教育に求められる心と言葉を育

むための指導が真の「生きる力」につながると考え、本主題を設定した。 

 

３ 会 期  ２０１９年１０月１７日（木）～１８日（金） ２日間 

 

４ 会 場 

〈公開・指定授業〉 

○高岡会場：富山県立高岡聴覚総合支援学校 

〒９３３－０８２４ 富山県高岡市西藤平蔵７００ 

ＴＥＬ（０７６６）６３－６３８５  ＦＡＸ（０７６６）６３－５８８４ 

○富山会場：富山県立富山聴覚総合支援学校 

〒９３０－０８１７ 富山県富山市下奥井１－９－５６ 

ＴＥＬ（０７６）４４１－９１７２  ＦＡＸ（０７６）４４１－９１８８ 

 

〈授業研究分科会・研究協議分科会〉 

○ホテルニューオータニ高岡 

〒９３３－００３５ 富山県高岡市新横町１ 

ＴＥＬ（０７６６）２６－１１１１  ＦＡＸ（０７６６）２５－１７１０ 

○ソラエ高岡 

〒９３３－００２１ 富山県高岡市下関町４－５６（２階 高岡市医師会事務局） 

ＴＥＬ（０７６６）２５－７０６０  ＦＡＸ（０７６６）２６－１４８１ 
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○ウイング・ウイング高岡 

〒９３３-００２３ 富山県高岡市末広町１－７ 

※複合ビルです。この中に、研修室、志貴野高校、男女平等推進センター等があります。 

 

５ 主 催  全日本聾教育研究会 北陸地区聾教育研究会 

 

６ 主管校  富山県立高岡聴覚総合支援学校 

 

７ 協力校 （北陸地区聾学校５校） 

新潟県立新潟聾学校 新潟県立長岡聾学校 富山県立富山聴覚総合支援学校 

石川県立ろう学校  福井県立ろう学校 

 

８ 協賛（予定） 

全国ろう学校ＰＴＡ連合会 小川再治研究協賛会 公益財団法人聴覚障害者教育福祉協会  

 

９ 後援（予定） 

文部科学省 富山県教育委員会 富山市教育委員会 高岡市教育委員会 全国聾学校長会  

全国聾学校教頭会 全国特別支援学校長会 北陸地区聾学校長会 北陸地区聾学校教頭会 

富山県特別支援学校長会 全国公立学校難聴・言語障害教育研究協議会  

社会福祉法人全国心身障害児福祉財団 公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部 

 

10 大会日程及び会場 
（１）日程 

 
（２）会場 

①授業研究分科会（大会１日目）10 月 17 日(木) 

分 科 会 会   場 

１ 幼稚部  ホテルニューオータニ高岡 ４階 鳳凰(東・中) 

２ 小学部  ソラエ高岡        ２階 高岡市医師会 ホール会議室 

３ 中学部  ホテルニューオータニ高岡 ４階 鳳凰(西) 

大会 第2日
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４ 高等部  ウイング・ウイング高岡  ５階 創作工房５０４＋研修室５０３ 

※授業研究分科会助言者・司会者・記録者の打ち合わせを 10 月 16 日(水)の 15:00 より、ウイング・

ウイング高岡で行います。 

 

②研究協議分科会（大会２日目）10 月 18 日(金)     Ｗ…ウイング・ウイング高岡の略号  

分 科 会 会    場 

１ 早期教育Ⅰ(乳幼児)  Ｗ ５階 研修室５０２ 

２ 早期教育Ⅱ(幼稚部)  Ｗ ５階 研修室５０１ 

３ 言語・教科指導Ⅰ(小学部)  Ｗ ７階 志貴野高校 総合実践室 

４ 言語・教科指導Ⅱ(中学部・高等部）  Ｗ ７階 県民カレッジ、高岡地区センター学習室 

５ 寄宿舎教育  Ｗ ６階 男女平等推進センター 会議室 

６ 自立活動Ⅰ(障害認識・コミュニケーション・キャリア形成)  ソラエ高岡 ２階 高岡市医師会 ホール会議室 

７ 自立活動Ⅱ(聴覚活用・補聴機器)  Ｗ ５階 研修室５０３ 

８ センター的機能  ソラエ高岡 ２階 高岡市医師会 研修室 

９ 重複障害教育  Ｗ ５階 創作工房５０４ 

※研究協議分科会座長・運営責任者・会場係の打ち合わせを 10 月 17 日(木)の 17:00 より、ウイン

グ・ウイング高岡で行います。 

 

11 記念講演 （大会１日目）10 月 17 日(木)15:30～17:00：ウイング・ウイング高岡 ４階ホール 

［講師］ 我妻 敏博 氏 （上越教育大学名誉教授） 

［演題］ 「語彙・文法の指導を考える」  

 ～ 我妻 敏博 氏のプロフィール ～ 

 東北大学大学院修士課程修了。「聴覚障害児の文理解に関する研究」で博士号（教育学）を取得。

国立特殊教育総合研究所研究員、上越教育大学講師、助教授を経て、2000 年から 2016 年度まで上越

教育大学教授。現在、上越教育大学名誉教授。 

 著書・論文は、「難聴児の言葉の学習・子育て・難聴理解～難聴児をお持ちの親御さんへ～」「聴

覚障害児の言語指導－実践のための基礎知識」等多数。 

 

12 設定分科会 

（１）授業研究分科会 （大会１日目）10 月 17 日(木)13:00～14:30 

○北陸地区聾教育研究会テーマ 

      「心と言葉を育み 一人一人が生き生きと学ぶための支援の在り方」 

○学部テーマ 

分科会 研究テーマ 助言者 

１ 

 

幼稚部 

 

達成感や満足感が得られる活動の充実とその思いを

表出する力を育てるための支援の在り方 

信州大学 

 教授 庄司 和史 氏         

２ 

 

小学部 

 

分かる喜びを感じ、主体的に学ぶための支援の在り方 

 

元筑波大学附属聴覚特別支援学校 

    江口 朋子 氏         

３ 

 

中学部 

 

主体的に社会参加し、生きる力につながる心と態度を 

育てるための支援の在り方 

筑波技術大学 

 教授 長南 浩人 氏         

４ 

 

高等部 社会の一員として主体的に生きる力を高めるための

支援の在り方 

金沢大学 

 教授 武居  渡  氏 
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（２）研究協議分科会  （大会２日目）10 月 18 日(金)9:30～16:00 

会場標示：Ｗ…ウイング・ウイング高岡の略号 

分科会／会場 
協議主題（分科会テーマ） 座長（助言者） 

主題設定の理由  運営担当校  

１ 早期教育Ⅰ 

（乳幼児） 

 

 

Ｗ ５階 

  研修室５０２ 

乳幼児の健やかな発達と親子の望ましい関

係づくり 

元筑波大学 

 教授 松本 末男 氏 

乳幼児が心身ともに健やかに成長するため

の土台は、親子関係である。望ましい関係を

確立し、乳幼児の発達を促すための支援に

ついて研究する。 

 

新潟県立長岡聾学校 

 

２ 

 

早期教育Ⅱ 

（幼稚部） 

 

 

 

Ｗ ５階 

  研修室５０１ 

心と言葉を育むための環境づくりと豊かな

コミュニケーション・言語発達 

信州大学  

 教授 庄司 和史 氏 

幼児は、周囲の人々やものと主体的に関わ

る中で、興味・関心の幅を広げ、意思を伝え

合う喜びを知る。豊かなコミュニケーショ

ン・言語発達を促すための環境づくりと言

葉の指導について研究する。 

 

福井県立ろう学校 

 

３ 

 

言語・教科指導Ⅰ 

（小学部） 

 

 

Ｗ ７階 

志貴野高校 

  総合実践室 

基礎的・基本的な学力とそれを支える言語

能力の育成 

東北福祉大学 

  教授 大西 孝志 氏 

小学部では、基礎的・基本的な学力の定着が

重要である。全ての教科等における資質・能

力の育成や学習の基盤となる言葉と、それ

に支えられた学力を確固としたものにする

ための指導について研究する。 

 

新潟県立新潟聾学校 

 

４ 

 

言語・教科指導Ⅱ 

（中学部・高等部） 

Ｗ ７階 

県民カレッジ、 

高岡地区センター 

  学習室 

学力の伸長と思考力・判断力・表現力を支え

る言語能力の向上 

筑波技術大学 

  教授 長南 浩人 氏 

中学部・高等部では、学習内容が抽象化しよ

り高度な思考力・判断力・表現力が求められ

る。言語能力に支えられた学力を伸長させ

るための指導について研究する。 

 

富山県立 

 高岡聴覚総合支援学校 

５ 

 

寄宿舎教育 

 

 

Ｗ ６階 

男女平等推進センター 

 会議室 

多様なニーズに対応する寄宿舎教育の在り

方 

大阪教育大学 

  教授 井坂 行男 氏 

集団生活を通し、豊かな人間性と社会性を

育む場として、寄宿舎は重要な役割を担っ

ている。将来の自立した生活に必要な力を

育む指導や支援について研究する。 

 

新潟県立長岡聾学校 

 

６ 

 

自立活動Ⅰ 

 障害認識 

 コミュニケーション 

 キャリア形成 

ソラエ高岡 ２階 

高岡市医師会 

 ホール会議室 

自立と社会参加に向けた段階的、系統的な

指導の在り方 

金沢大学 

  教授 武居  渡  氏 

卒業後に向けては、自立し社会参加する資

質を養うことが求められる。個々の実態に

即した段階的、系統的な指導内容や方法に

ついて研究する。 

 

福井県立ろう学校 

 

７ 自立活動Ⅱ 

 聴覚活用 

補聴機器や補聴援助システム等を利用した

よりよい聴覚学習の在り方 

同志社大学 

  准教授 中瀬 浩一 氏 
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 補聴機器 

 

 

Ｗ ５階 

 研修室５０３ 

保有する聴覚を最大限に生かすには、補聴

機器や補聴援助システム等を有効に活用し

て聴覚学習を進めることが重要である。必

要な情報を主体的に獲得し、利用するため

の指導内容や方法について研究する。 

 

富山県立 

 富山聴覚総合支援学校 

 

 

８ 

 

センター的機能 

 

 

 

ソラエ高岡 ２階 

高岡市医師会 

 研修室 

聴覚障害児教育について特別支援学校が期

待されるセンターとしての役割 

東京学芸大学 

  教授 濵田 豊彦 氏 

居住する地域の学校で学ぶ聴覚障害児が増

えている。全ての聴覚障害児がよりよい指

導や支援を受けるために、特別支援学校の

果たすべき役割と地域や関係諸機関との連

携の実際について研究する。 

 

石川県立ろう学校 

 

９ 

 

重複障害教育 

 

 

 

 

Ｗ ５階 

  創作工房５０４ 

一人一人の障害の状態や発達段階、教育的

ニーズに応じた指導や支援の在り方 

上越教育大学 

  准教授 小林 優子 氏 

障害の重度・重複化、多様化が言われて久し

い。障害を併せ有する聴覚障害児のニーズ

に対応したきめ細かな指導や、卒業後も充

実した生活を送ることができるようにする

ための支援の在り方について研究する。 

 

新潟県立新潟聾学校 

 

 

13 開会式次第（予定）（大会１日目）10 月 17 日(木)15:00～15:30（ウイング・ウイング高岡 ４階ホール） 

（１）開  会 

（２）挨  拶  全日本聾教育研究会会長 

高岡大会実行委員会会長（北陸地区聾教育研究会会長） 

（３）来賓挨拶  文部科学省初等中等教育局特別支援教育課特別支援教育調査官 

富山県教育委員会教育長 

全国公立学校難聴・言語障害教育研究協議会会長 

（４）来賓紹介  北陸地区聾教育研究会副会長 

（５）閉  会 

（６）諸 連 絡  大会事務局 

 

14 閉会行事次第（大会２日目）10 月 18 日(金)16:00～ （各研究協議分科会において VTR を放映） 

（１）開  会 

（２）挨  拶  全日本聾教育研究会会長 

高岡大会実行委員会会長（北陸地区聾教育研究会会長） 

全日本聾教育研究会副会長（次年度主管校） 

（３）閉  会 

 

15 大会参加費  会員 ２,０００円   会員外 ３,５００円   学生 ２,０００円（参観・聴講のみ） 

 

16 大会参加・宿泊等の申込み 

申込内容 締切日 申込・送付先 

① 大会参加申込み 

    研究発表申込み 

2019 年 6 月 10 日(月) 

 

 全日聾研（高岡大会）事務局 

※大会ホームページ（以下 HP）「会員メニ

ュー」の Web フォームから申込み・提出を

していただきます。（会員でない方もこち

らから参加申込みをしてください。） 

 

② 研究発表原稿提出 2019 年 7 月 22 日(月) 
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③  宿泊・弁当・移動バスの 

申込み 

2019 年 6 月 10 日(月) 

  

(有)ﾀｲｾｲﾂｱｰｽﾞ  

 FAX （０７６）４５５－８２２２ 

E-mail taiseico@topaz.ocn.ne.jp 

※大会 HP「宿泊・弁当・バス」をご覧くださ 

い。 

 

17 諸費用の納入 

（１）納入方法等 

項目 振り込み期限 振り込み先 

① 大会参加費 

研究集録等(USB)費        

 

※大会１か月前まで（9 月 17 日

以前）に予約を取り消された

場合は、指定の金融機関に払

い戻します。その際は、振込手

数料を差し引いた額を振り込

みますのであらかじめご了承

ください。 

2019 年 7 月 31 日(水) 

 

ゆうちょ銀行 総合口座 

口座名義：第５３回全日本聾教育研究大会（高

岡大会）実行委員会 

記号：１３２５０ 

番号：１９１４３４６１ 

 

（他金融機関から振り込まれる場合） 

店名：三二八   

店番：３２８ 

預金種目：普通預金    

口座番号：１９１４３４６ 

② 宿泊・昼食・移動バス 

 

※キャンセル時には旅行業者の

定款により、キャンセル料等

が発生しますので、ご確認く

ださい。 

2019 年 8 月 2 日(金) 

 

申込み締切後に予約確認書、請求書を送付

します。 

請求書に記載の口座に振り込みをお願いし

ます。 

 

※金額をご確認の上、諸費用をお振り込みください。お振り込みの際には、必ず学校（機関）名も記載し 

てください。 

 ※振込手数料は、振り込み者側のご負担でお願いいたします。 

  

（２）領収書等の発行について 

 ・領収書は「参加費」「研究集録等(USB)費」をそれぞれ人数分発行いたします。 

 ・大会 HP ページ会員メニューから PDF 形式での発行に対応するようにいたします。 

 ・その他の必要な書類（請求書、その他特別な書式等）がある場合は、高岡大会事務局まで電子メール 

  でご連絡ください。（takaokachokaku@ed.pref.toyama.jp） 

 

18 研究集録等 

 ・大会要項、研究集録は、参加予定者のみがアクセスできる大会 HP の Web サーバー上から、PDF データで

事前に無償配布します。公開授業、指定授業時の学習指導案等の資料は、大会当日受付時に印刷した資料

を配付します。 

 ・大会要項については、紙の冊子による概要版も配布いたします。 

 ・大会当日はデータ出力用のプリンターなどは準備しませんので、電子データについては事前に必要な資料 

  を必要部数、印刷してご持参ください。 

 ・希望者には、研究集録等の PDF データの入った有償の記録媒体(USB)を大会当日受付時に配布します。 

参加申込時に Web フォーム上で申込み、参加費用と合わせてお支払いください。１個 2,000 円です。 

mailto:taiseico@topaz.ocn.ne.jp
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19 研究発表  

・研究協議分科会の研究発表の資格は会員であることとします。 

・発表件数が多い研究協議分科会においては、発表時間を十分に設定できない場合があります。何卒ご   

了承ください。 

・会員外の方が発表される場合は、本部事務局に確認の上、会員の資格を得てください。 

  本部事務局連絡先 

    〒２７２－８５６０  千葉県市川市国府台２－２－１ 

    筑波大学附属聴覚特別支援学校内 

    TEL （０４７）３７１－４１３５（代） FAX （０４７）３７２－６９０８ 

 

20 研究発表原稿 

・原稿は PDF 形式のデータで提出してください。 

・大会 HP 会員メニューよりアップロードして提出していただきます。 

 ・詳細は、別紙「研究発表募集要項」をお読みください。「様式」及び「作成例」は、大会 HP 会員メニ 

ューよりダウンロードできます。 

 ・原稿執筆要項に合わない原稿については、修正の上、再提出をお願いすることがあります。 

 

21 自然災害時等における対応について  

（１）気象警報が発令された場合も、原則として大会は実施します。 

（２）気象警報の発令、感染症等により会場校が臨時休業になった場合は、幼児児童生徒は登校しません。そ

のため公開授業は中止となりますが、指定授業については、事前に撮影した授業ビデオを視聴していた

だく予定です。 

（３）公開授業が中止となる場合も受付時間は変更しませんが、日程内容が若干変わります。 

（４）警報等の情報につきましては、大会 HP をご覧ください。 

 

22 販売・展示 

    販売や展示をご希望される業者及び団体は、全日聾研（高岡大会）事務局までご連絡ください。ただし、

展示スペースの関係でご希望に添えない場合もございますので、ご承知おきください。 

        申込期限：2019 年 6 月 28 日（金） 

 

23 大会通信第３号について 

（１）発行 ９月上旬を予定 

（２）内容 「開催要項」「参加者数」「公開・指定授業一覧」「研究協議分科会発表一覧」等 

 

24 大会事務局及び連絡先  

第５３回全日本聾教育研究大会（高岡大会）事務局 

 

    〒９３３－０８２４ 富山県高岡市西藤平蔵７００（富山県立高岡聴覚総合支援学校） 

    TEL （０７６６）６３－６３８５   FAX （０７６６）６３－５８８４ 

   E-mail takaokachokaku@ed.pref.toyama.jp 

 

                   大会実行委員会  会 長  沢 武 淳 一 

                   大会事務局長        上 田 康 子 

 

 


